
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Qc 901 L/min

1.41 m

55.3 度
※本試験の結果、限界揚水量は確認できなかったことから、最大揚水量を限界揚水量と仮定した。

720 L/min
80% として求めた。)

1.02 m

限界揚水量(最大揚水量※)

限界揚水量揚水時の水位降下量

適正揚水量

適正揚水量揚水時の水位降下量

＜Q～s曲線＞

(適正揚水量は、限界揚水量の

限界揚水量以下のQ～s曲線の傾き
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試掘調査孔仕様 
 調査孔径 ：管径 150A 
 掘削深度 ：地表より 60m 

▽地表 

取水箇所(スリットスクリーン) 

試験で使用可能なポンプ能力の範囲内では限界
揚水量が確認されず、ポンプの最大能力となる
901L/min を限界揚水量とした。 

水道法原水調査  40 項目 
食品衛生法に基づく項目のうち 2 項目 
実施全項目において、水質基準に適合する
結果であった。 同地点で井戸管径を大きくし、揚水能力の高いポ

ンプを使用した場合、より多くの揚水量が得られ
る可能性があるが、詳細な検討には別途調査が必
要となる 

地下水調査業務箇所 

地域交流拠点整備事業 

検討箇所 


